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無資格の産婆と助産婦の違い

松岡悦子
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現在，世界の赤ん坊の大半を取り上げてい

るのはどのような人かご存じだろうか。それ

は助産婦でも医師でもなく，無資格の産婆で

ある。世界全体で見れば，まだまだ無資格の

産婆の活躍している地域は広範で，世界中の

赤ん坊の約３分の２がこのような免許のない

産婆の介助で生まれている。

曰本では明治32年に産婆規制ができて以後

は，免許持ちの産婆しか助産をしてはいけな

いことになったけれども，現実には昭和にな

ってもまだ各地に無免許のトリアゲパアサン

がいたようだ。曰本ではお産の担い手は，無

資格のトリアゲバアサンから産婆・助産婦

(自宅や助産所)，そして医師（病院）へと移

ってきた。

そこで今回は，これまでとは方向を変え

て，無資格の産婆と現在の助産婦とはどう違

うのかを比較してみたい。違って当たり前と

思われるかもしれないが，でもなぜ「経験豊

富でも無資格の産婆」ではいけないのか。助

産婦をトリアゲパアサンと比べ，また医師と

比べることで，現在の助産婦が手に入れたも

の，逆に医療化が進めば失いがちになるもの

がもっとはっきり見えてくるような気がす

る。

ジャヒダーバングラデシュの産婆

まずここで一つの例をあげてみたい。場所

はバングラデシュで,産婆は無資格で53歳の

ジャヒダである。

ジャヒダが産婦に付き添ってから，もう６

時間以上がたつ。産婦は経産で，しきりにい

きんでいるにもかかわらず，いっこうにお産

は進まない。ジャヒダは産婦を覆っている布

を上げて，内診してみる。「これは時間がか

かりそうだわ。子宮が出てきているから」と

ジャヒダがいう。私が「えっ」といってのぞ

くと，ほんとうにいきむたびにピンクのもの

が出てきている。「でも，これは大丈夫よ。

陣痛が強くなれば，赤ん坊が子宮を押しのけ

て出てくるから」とジャヒダはいうが，私は

だんだん不安になってきた。

外は曰が昇り，真昼に近くなっても小屋の

中は薄暗い。まだかまだかと思った近所の女

性たちが入れ代わり立ち代わり見にやってき
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ては，産婦のいきみに手を貸し，そのたびに

出てくるピンクのものを指で中に押し込もう

としている。最初は洗面器に汲んだわずかの

水に手を浸していた人たちも，水がすぐ血で

赤く染まってしまうので，手洗いなどにおか

まいなく，皆それぞれに手を出してピンクの

ものを押さえている。中に自分も産婆をやっ

ている女性がいて，「こんなお産見たことな

い」としきりにいっている。

ジャヒダは，「私はこういうお産は前にし

たことがあって，陣痛さえつけば下から生ま

れるのよ」と頑といい張る。私が「病院へ行

ったら」といったことから，あちこちで女性

たちが集まって，「これは病院へ行くしかな

い」「いや病院へ行ったら，お金はどうする

の」といい合う姿が見られるようになった。

産婦は「病院なんて行きたくない。行ったら

明曰から食べられなくなる」と泣いている。

夫はその問，ひと事のように，小屋の外で黙

ってその騒ぎを見ていた。

この出産は，結局私を捜しに来た医師が病

院と連絡をとったために病院出産となった

が，普通バングラデシュの農村では，病院出

産は選択肢にないといっていい。病院では陣

痛促進剤を点滴しながら，ジャヒダのいうと

おり自然分娩となった。子宮が出てきていた

のではなかったのか。ジャヒダが子宮と呼ん

でいたものは，実は性器が下垂していただけ

で危険なものではない，と病院で診察した医

師はいった。ジャヒダは病院でもずっと産婦

に付き添っていたが，赤ん坊を取り上げたの

は病院のまだ若い看護婦だった。看護婦が大

きな声であちこち命令しながら，しかも恐る

恐る赤ん坊を取り上げるざまは，手慣れたジ

ヤヒダの様子と対照的だった。

助産婦が手に入れたもの

この例から，無資格の産婆が持ち合わせな

いけれども現在の助産婦には備わっているも

のを考えてみたい。

まず，ジヤヒダが子宮と呼んでいたものが

実は性器だったという点について。ジャヒダ

をはじめ無資格の産婆は，医学的な解剖や分

娩の生理について学んでいない。だからピン

クのものが出てきたのを見て子宮と呼び，子

宮が出かけていても，赤ん坊がそれを押しの

けて出てくるから大丈夫だと考えていた。解

剖の知識がないのは私も同じだったために，

このピンクのものは子宮だと私も思い込んだ

のだが，もしそんなものが出てきているのな

らとても危険だと，私のほうは不安になって

いたのだった。でもジャヒダのほうは，子宮

という言葉が間違っていただけで，そのまま

でも陣痛が強まれば生まれるという判断自体

は間違っていなかったことになる。

でも，もし今度ほんとうに子宮が出てくる

ことがあったとして，ジャヒダはその「ほん

とうの」子宮が前の子宮とは違うものだとい

うことがわかるだろうか。わからなかったら

危険なことになる。解剖学やその他の医学的

な知識がないということは，身体の各部や臓

器の呼び方が近代医学と違うだけでなく，も

し子宮と性器を同じ言葉で呼んでいるなら，

子宮と性器を同じように扱ってしまうことで

もある。両者の区別が大して重要でないとき

にはそれでもいいが，そうでないときには危

険だ。

次に，女性たちがしきりに「こんなお産は

見たことがない」と困惑していた点を考えて
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の子が生まれるのを見届けて帰った。バング

ラデシュのような国では電話も車もないの

で，夜中にお産に呼びに来られれば，遠いと

ころでも歩いて付いていくしかない。しかも

産婦が貧しいので，お礼に何ももらえないこ

ともある。それでも産婆は呼ばれれば出かけ

ていく。だから別人びとはたとえ無資格でも

産婆には頼れると思っている。

ところが，これはバングラデシュとは違う

国の話だが，同じ地域に医学教育をきんちと

受けた免許持ちの助産婦が派遣されているこ

とがある。異常であれば，産婆はその助産婦

を呼ぶことになっているのだが，村人の話で

は，助産婦は呼んでもすぐには来てくれな

い，特に夜は起きてくれない。それに不在の

ことが多いので，結局，村人にとっては産婆

のほうが頼れるということだった。

この話を聞いて，かつて曰本の僻地で，異

常があって助産婦が医師を呼んでも，医師は

なかなか来てくれなかったという話を思い出

した。途上国の免許持ちの助産婦は，かつて

の曰本の医師のようなものなのかもしれな

い。でも産婦にしてみれば，資格のあるなし

よりも，いつでも必要なときにそばにいてく

れる人のほうが信頼できるのだ。

もう一つ，途上国の産婆を見ていて気づい

たのは，産婦の身体をとても大切に扱うこと

だ。例えばインドネシアの産婆は，子どもが

生まれた後，子宮がもとの状態に戻るよう

に，また母乳がよく出るようにと産婦の身体

を丁寧にマッサージする。ところが資格のあ

る助産婦は子宮収縮剤の注射を打つだけなの

で，産婦はやっぱり産婆を呼んでマッサージ

をしてもらいたがる。

こうやって助産婦を無資格の産婆と医師の

みよう。

無資格の産婆が頼りにするのは，「前に経

験したことがあるかないか」だ。経験したこ

とがなければ，どうしていいかわからない。

そもそも産婆の技術を覚えたのも経験から，

つまり見よう見まねで先輩（たいていは祖母

や母）のすることを見て覚えたのである。た

くさんのお産を扱うことで経験は豊富にな

り，若い看護婦のように恐る恐る取り上げる

ことはなくなる。でも経験だけに頼るという

のは，決まりきった対応をするということで

もある。そうすると，異常産では決まりきっ

たやり方では対処しきれないために，失敗す

る可能性が出てくる。

このような経験主義の限界を越えるために

は，異常と正常を識別する目が必要になって

くる。１つ１つのお産について，異常と正常

を見極めようとする目をもつことが，経験主

義を越えるのに必要な姿勢だろう。

現代の助産婦は，症例研究や文献を読むな

どして，これまでに扱ったことのない例につ

いても幅広い知識をもっている。経験しなく

ても知っていることは大切なことだ。現代の

助産婦は知識を得ることでワンパターンでな

い識別する目を手に入れたのだと思う。

無資格の産婆のなかの失いたくない点

現代の助産婦と無資格の産婆の似ている点

は何だろうか。

先の例で，産婦が病院へ行くことになった

時点で，私はジャヒダが病院へ付いていって

も取り上げられない以上一文にもならないか

ら，家へ帰ってしまうものと思っていた。で

もジャヒダは病院まで付いてきて，無事に女
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問においてみると，助産婦が手に入れたのは

解剖や生理などの医学的知識，経験主義を越

えることによる異常と正常を識別する目であ

り，失いたくないものは産婦にずっと付き添

う姿勢，女性の身体への尊敬の念ということ

になるだろうか。助産婦が助産婦であること

の意義もこのあたりにあるような気がする。

助産婦が女性のそばにいてくれるかぎり，

世界の母と子はこれからもずっと助産婦の力

を必要としていくだろう。
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